
■ 「
地
域
と
伝
統
文
化
」

　
　
　
　
　

教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
取
組

本
学
が
位
置
す
る
「
奈
良
」
は
、
我
が
国
で
も
有

数
の
伝
統
文
化
・
文
化
財
が
根
ざ
す
地
で
あ
り
、
古

く
は
世
界
に
開
か
れ
た
国
際
的
な
文
化
交
流
の
拠
点

で
も
あ
っ
た
所
で
す
。「
地
域
と
伝
統
文
化
」
教
育
プ

ロ
グ
ラ
ム
は
、
そ
の
豊
か
で
広
範
に
及
ぶ
奈
良
の
伝

統
文
化
・
文
化
財
を
基
軸
に
、
日
本
各
地
や
そ
の
源

流
と
し
て
の
ア
ジ
ア
地
域
な
ど
の
伝
統
文
化
・
文
化

財
と
の
関
連
性
を
探
り
、
同
時
に
ア
ジ
ア
を
中
心
と

す
る
諸
地
域
と
の
異
文
化
間
の
相
互
理
解
な
ど
も
鍵

と
し
て
、
大
学
院
教
育
を
充
実
さ
せ
て
い
く
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

本
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
大
学
院
教
育
改
革
支
援

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
一
つ
と
し
て
採
択
さ
れ
、
大
学
院
教

育
の
実
質
化
を
目
的
に
、
平
成
19
年
度
か
ら
3
カ
年

度
に
わ
た
っ
て
実
施
い
た
し
ま
す
。

本
学
で
は
こ
れ
ま
で
も
、
伝
統
文
化
・
文
化
財
教

育
と
異
文
化
理
解
教
育
の
二
つ
の
系
に
お
い
て
、
優

れ
た
研
究
・
教
育
の
実
績
を
積
み
重
ね
て
き
ま
し
た
。

そ
の
二
つ
の
系
を
核
と
し
て
、
全
学
に
開
か
れ
た
教

育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。
実
施
初
年

度
で
あ
っ
た
平
成
19
年
度
は
、
皆
様
の
ご
理
解
と
ご

助
力
に
よ
り
、
当
初
の
予
定
通
り
遅
延
な
く
進
め
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
現
在
、
ア
ジ
ア
各
国
の

教
育
大
学
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
結
ぶ
「
ア
ジ
ア
教
育

大
学
国
際
交
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
の
構
築
を
模
索
し

て
い
ま
す
。
今
後
も
、
皆
様
と
と
も
に
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
成
功
に
導
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

■
新
た
に
展
開
さ
れ
る
授
業
科
目
の
紹
介

本
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
共
通
コ
ア
科
目
、
実

践
コ
ア
科
目
、
深
化
科
目
を
新
規
授
業
科
目
と
し
て

展
開
し
て
い
き
ま
す
。
昨
年
10
月
か
ら
開
講
し
て
い

る
共
通
コ
ア
科
目
「
世
界
の
中
の
奈
良
」
は
、
座
学

だ
け
で
な
く
実
践
体
験
や
実
地
研
修
を
重
視
し
、
伝

統
文
化
・
異
文
化
の
教
育
力
を
こ
れ
ま
で
以
上
に
積

極
的
に
活
用
し
た
授
業
科
目
で
す
。
授
業
で
得
た
経

験
を
生
か
し
て
、
院
生
が
自
発
的
に
優
れ
た
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
開
発
す
る
な
ど
、
実
質
的
な
授
業
が
展

開
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
20
年
度
か
ら
は
、
実
践
コ
ア
科
目
「
伝
統
文

化
発
信
法
1
・
2
・
3
」
が
新
規
授
業
と
し
て
展
開

さ
れ
ま
す
。
こ
の
授
業
は
、
伝
統
文
化
を
「
学
習
」「
理

解
」
す
る
こ
と
に
加
え
、
そ
の
成
果
を
「
発
信
」
す

る
こ
と
に
重
点
を
置
い
て
展
開
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、

平
成
19
年
度
は
、
従
来
か
ら
本
学
大
学
院
で
展
開
さ

れ
て
い
る
、「
地
域
と
伝
統
文
化
」
に
関
連
す
る
授
業

科
目
を
束
ね
た
深
化
科
目
が
50
科
目
展
開
さ
れ
、
平

成
20
年
度
以
降
も
さ
ら
な
る
充
実
を
目
指
し
て
展
開

し
て
い
き
ま
す
。

■
「
地
域
と
伝
統
文
化
」

　
　
　
　
　
　

教
育
連
続
講
座
の
開
催

本
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、「
奈
良
」
と
い
う
地
域

の
特
色
あ
る
伝
統
文
化
、
ま
た
そ
の
源
流
と
し
て
の

ア
ジ
ア
に
焦
点
を
当
て
た
テ
ー
マ
を
取
り
上
げ
、
学

内
外
の
専
門
家
を
講
師
と
し
て
招
い
て
行
わ
れ
る  

『
奈
良
教
育
大
学
「
地
域
と
伝
統
文
化
」
教
育 

連
続
講

座
』
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
大
学
院
生
の
知
見
を
広

め
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
大
学
院
教
育
に
留

ま
る
こ
と
な
く
、
学
部
生
や
一
般
の
方
々
に
も
広
く

開
か
れ
た
公
開
講
座
と
し
て
の
性
格
も
併
せ
持
っ
て

連続講座にて講義する北村昭斎氏

「
地
域
と
伝
統
文
化
」
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム

 

プ
ロ
グ
ラ
ム
実
施
担
当
者
・
特
任
助
教　
青
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智
史
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い
ま
す
。
平
成
19
年
度
か
ら
平
成
21
年
度
末
ま

で
、
ほ
ぼ
月
に
一
回
の
ペ
ー
ス
で
開
催
す
る
予

定
で
す
。
執
筆
現
在
で
四
回
の
講
座
を
実
施
い

た
し
ま
し
た
。

連
続
講
座
第
一
回
は
「
青
磁
か
ら
み
る
中
国

陶
磁
史
」
と
題
し
て
筆
者
が
、
第
二
回
は
「
螺

鈿
の
は
な
し
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
「
漆
工
（
螺

鈿
）」の
重
要
無
形
文
化
財
保
持
者（
人
間
国
宝
）

で
あ
る
奈
良
在
住
の
北
村
昭
斎
氏
が
、
第
三
回

は
「
ア
ジ
ア
の
中
の
頭
塔
」
と
題
し
て
本
学
准

教
授
の
山
岸
公
基
氏
、
そ
し
て
第
四
回
は
「
ペ

ル
シ
ア
文
化
の
日
本
へ
の
流
入
」
を
テ
ー
マ
に

大
阪
外
国
語
大
学
名
誉
教
授
の
井
本
英
一
氏
を

講
師
と
し
て
招
い
て
実
施
い
た
し
ま
し
た
。
そ

れ
ぞ
れ
大
学
院
生
を
中
心
に
、
学
部
生
や
一
般

の
方
々
を
含
む
多
数
の
参
加
が
あ
り
、
最
新
の

研
究
成
果
が
紹
介
さ
れ
、
活
発
な
意
見
交
換
が

交
わ
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
も
継
続
的
に
実
施
し

て
い
く
予
定
で
す
の
で
、
皆
様
の
ご
理
解
と
ご

協
力
、
ま
た
積
極
的
な
ご
参
加
を
期
待
し
て
お

り
ま
す
。

■ 

ア
ジ
ア
教
育
大
学

　

国
際
交
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築

「
地
域
と
伝
統
文
化
」
教
育
を
テ
ー
マ
と
す

る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
を
め
ざ
し
2
0
0
8
年

3
月
か
ら
逐
次
実
施
す
る
ア
ジ
ア
の
提
携
校
訪

問
第
一
弾
と
し
て
、
3
月
3
日
〜
3
月
6
日
の

日
程
で
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
バ
ン
ド
ゥ
ン
所
在
の

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
教
育
大
学
を
公
式
訪
問
し
ま
し

た
。和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
で
会
談
が
行
わ
れ
、

教
員
・
大
学
院
生
の
相
互
訪
問
や
プ
ロ
グ
ラ
ム

評
価
委
員
会
へ
の
参
加
に
つ
い
て
基
本
的
に
合

意
が
得
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
後
も
、
3
月
19
日

〜
3
月
21
日
の
日
程
で
韓
国
・
大
邱
所
在
の
嶺

南
大
学
校
、
3
月
24
日
〜
3
月
26
日
の
日
程
で

中
国
・
西
安
の
西
安
外
国
語
大
学
を
訪
問
し
、

ア
ジ
ア
教
育
大
学
国
際
交
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

名
称
に
ふ
さ
わ
し
い
相
互
連
携
を
図
っ
て
い
く

予
定
で
す
。

■
海
外
実
地
研
修
の
実
施

本
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
大
学
院
生
が
実

践
体
験
や
実
地
研
修
を
通
し
て
獲
得
す
る
知
識

や
経
験
、
そ
し
て
そ
れ
ら
を
養
分
と
し
て
培
わ

れ
る
力
量
な
ど
を
非
常
に
重
要
視
し
て
い
ま
す
。

先
述
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
教
育
大
学
訪
問
に
続

き
、
3
月
6
日
〜
3
月
11
日
の
日
程
で
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
・
ジ
ャ
ワ
島
中
部
の
ジ
ョ
グ
ジ
ャ
カ
ル

タ
市
と
そ
の
近
郊
で
大
学
院
生
の
海
外
実
地
研

修
を
実
施
し
ま
し
た
。
ジ
ョ
グ
ジ
ャ
カ
ル
タ
市

近
郊
に
は
世
界
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
て
い
る

チ
ャ
ン
デ
ィ
・
ボ
ロ
ブ
ド
ゥ
ー
ル
や
チ
ャ
ン
デ

ィ
・
プ
ラ
ン
バ
ナ
ン
等
、
7
世
紀
〜
9
世
紀
を

中
心
と
す
る
仏
教
・
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
の
寺
院
遺

跡
が
集
中
的
に
所
在
し
、
正
倉
院
宝
物
や
高
畑

町
所
在
の
頭
塔
と
い
っ
た
奈
良
の
文
化
財
や
遺

跡
と
も
、
中
国
な
ど
を
経
由
し
な
が
ら
一
部
近

接
す
る
様
相
を
示
し
て
い
る
こ
と
が
あ
ら
た
め

て
実
感
さ
れ
ま
し
た
。
大
学
院
生
の
海
外
実
地

研
修
に
つ
い
て
は
、
公
開
ミ
ニ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
今
後
も
継
続
的
に
発
信

し
て
い
き
ま
す
。
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